
Ⅱ　留萌農業改良普及センターの普及活動方針 

　１　普及推進方向と普及活動 

留萌管内は日本海に沿って南北に細長く、気候が南部と北部では大きく異なる。気候に

応じて、南部･中部地域では稲作・畑作・野菜の複合経営を中心に、増毛町では果樹栽培

が盛んに行われている。また、北部地域では酪農・肉牛の畜産経営が主体であり、多様な

農業が営まれている。 

近年は農業後継者の減少により農業者の高齢化が加速するとともに、高齢農業者の離農

や後継者不足、気象変動に伴う自然災害などの課題が顕在化している。さらに国際紛争の

影響によるエネルギー価格の高騰、円安による肥料・資材価格や輸入粗飼料価格の高騰が

農家経営を圧迫しており、農業経営の厳しさが増す状況が続いている。加えて、国内的に

は、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の取組、みどりの食料システム戦略の施策が推進さ

 れ、施策に対応した農業経営が求められる。

「第７期北海道農業・農村振興推進計画」のめざす姿として「食料を安定的に供給する

農業・農村の確立」「環境と調和のとれた持続可能な農業・農村の確立」「誰もが安心し

て住み続けられる農業・農村の確立」「消費者と生産者が支え合う農業・農村の確立」が

示されている。留萌地域においては、水稲と畑作ではスマート農業技術をはじめ低コスト･

省力化栽培技術の導入による生産効率の向上と規模拡大、転作畑・草地では排水対策によ

る生産性向上と高位安定化、加えて環境負荷を低減する栽培技術・飼養管理技術の推進を

図っていく。また、地域の担い手である若手農業者からは『留萌農業に対する熱い思い』

がこれまで以上に強く発せられており、次世代につなげる地域農業の多様な展開が求めら

れている。さらに､農業者や関係機関では多様な担い手の確保への機運が高まっている。

普及センターでは多様な人材が農業・農村の担い手として輝く、力強い留萌農業を支援す

るとともに、地域農業が持続的に発展できる再生産可能な経営となることを目指し、農業

者・関係機関・団体とこれまで以上に連携した普及活動を推進する。 

 

　２　普及センターの基本的な活動 

　 (1) 食料を安定的に供給する農業・農村の確立 

　　　 基盤整備等によるほ場の透排水性改善、地域条件や需要に応じた品種及び栽培技術の

導入・定着、ＩＣＴを活用したスマート農業技術である自動操舵システムやドローンの

有効活用、施設園芸システムや搾乳ロボットの導入等による省力化と効率化を支援する。

さらに、コスト低減や生産性向上に向けた経営改善を支援し、食料を安定的に供給する

 農業を推進する。

 　　ア　生産基盤の強化

　　(ｱ) ほ場の透排水改善等の基盤整備の推進と整備後の生産性安定の支援 

　　(ｲ) 地域適性が高い品種、多収性や耐病性を備えた新品種の導入支援 

　　(ｳ) 畑作物の地域に適した輪作体系と土づくりの推進 

　　(ｴ) 気象災害に対応した迅速な情報収集と技術情報の提供 

 　　イ　スマート農業の推進と省力化生産技術等の普及・定着

　　(ｱ) 耕種、畜産におけるＩＣＴを活用したスマート農業技術の導入推進 

　　(ｲ) 水稲の省力・低コスト栽培技術の普及 

　　(ｳ) 畜産におけるＴＭＲセンターを活用した作業分業の支援 

 　　ウ 食料の安定供給の確保

　　(ｱ) 多様な需要に応える水稲品種の普及と良質米の安定生産 

　　(ｲ) 畑作物の適正な栽培管理、適期作業の実施による品質向上と安定生産 

　　(ｳ) 既存園芸品目の安定生産と生産組織の活動支援 

　　(ｴ) 良質な自給飼料確保に向けた草地の植生改善、子実用とうもろこし栽培の推進 

　　(ｵ) 暑熱対策など環境衛生管理と適正な飼養管理による生乳の安定生産と乳質改善の推進 

　　(ｶ) 高品質な牛肉や素牛の効率的生産する肉牛経営の推進 



　 (2) 環境と調和のとれた持続可能な農業・農村の確立 

　　　 気候変動に対する適応策の推進に加え、化学合成農薬に依存しない病害虫等の総合防

除と化学肥料の適正利用等を通じた化学合成農薬・化学肥料使用量の低減を推進する。

また、営農活動に伴う温室効果ガスの排出量の削減、クリーン農産物や有機農産物の取

 組面積の拡大など環境と調和した農業技術を普及する。

 　　ア　YES!clean認証団体、みどり認定者、ＧＡＰや有機農業等の取組支援

 　　イ　病害虫等の総合防除の推進と土壌診断等に基づく適正な施肥の推進

 　　ウ　トレーサビリティーシステムに関する取組支援

 　　エ　家畜伝染病の発生予防やまん延防止の推進

　 (3) 誰もが安心して住み続けられる農業・農村の確立 

　　　 担い手の育成・確保を中心に、農業・農村に多様な人材が定着し活躍できるよう、市

町村、地域農業担い手育成センター等の関係機関、指導農業士や農業士等と連携しなが

ら、新規就農者の育成・確保を推進する。また、地域をリードする女性農業者、青年農

業者の主体的な活動を支援し、地域の優れた技術等を次世代の担い手に継承していく取

組を支援するとともに、コントラクタやＴＭＲセンター等の営農支援組織の育成・強化

 と活用を推進する。

　　ア 地域の担い手確保に向け、ＪＡや市町村等の関係機関や指導農業士・農業士会、農業

法人と連携して就農希望者の受入・研修制

 度の整備と運営を支援する。

　　イ 新規就農者や若手農業者の学ぶ場として

農業基礎ゼミナールを定期的に開催し、学

習活動を通して、栽培技術や経営能力の向

上だけではなく、未来の地域農業のリーダ

 ーとなるよう育成を行う。

　　ウ 各地域の４Ｈクラブ等の青年農業者グル

ープや女性農業者グループの活動の充実を

 図り、農業者の主体的な活動を支援する。

　　エ 地域の農地の受け皿や雇用としての新規

参入者の受け入れなど役割が期待される農

業法人の安定経営、コントラクタやＴＭＲ

センター等の営農支援組織の育成・運営を

 支援する。

　 (4) 消費者と生産者が支え合う農業・農村の確立 

　　　 ６次産業化等の取組を通じた所得の向上、関連産業との連携など地域資源を活かした

新たな価値の創出を支援するとともに、食

育、地産地消の推進、農村ツーリズムを通

じた都市・農村交流や農業・農村の魅力発

 信を推進する。

　　ア 地域の関連産業等と連携した農畜産物を

活用した特産品の開発など新たな取り組み

 に対して支援を行う。

　　イ 地域住民に地元の農業・農村と農畜産物

の理解を深めるため、小学生等の農作業体

 験を通じた食育活動を支援する。

　　ウ 遠別農業高校をはじめ食に関連する学科

を有する地元高校に対し、管内農業の魅力

発信を通じ農業への理解醸成と、職業とし

 ての農業や普及事業の周知を進める。

写真　遠別農業高校バスツアー

写真　農業基礎ゼミナール 

（南支所分校「果樹コース」）



　　エ 都市部の消費者に農業への理解を深めるため、地元での交流会や農業体験会の開催、

 グリーンツーリズム等に取り組む環境づくりを支援する。

 

　３　普及指導活動について 

　　　普及活動にあたっては、本所・支所体制により地域係と広域班との連携を図ることで、

 　　限られた人員で最大限の力を発揮し、地域農業への支援体制を強化する。

　 (1) 高度・先進的技術の実証と情報の収集・蓄積・発信 

　　　 革新的技術や省力技術など高度・先進的技術は、関係機関や先進的な農業者の協力を

得て地域適応性や経済性を実証する。また、地域農業づくりに関する情報の拠点として、

 農業者などが活用できる情報収集蓄積を行い、地域への積極的な提案活動を展開する。

 　 (2) 普及活動の重点化

　　　 重点対象地域を拠点に高度先進技術の実証や改善を行い、持続的な地域農業を展開す

 るためのシステムづくりを推進し、その成果を他の地域にも波及させる。

 　 (3) 地域の関係機関・団体との連携強化

　　　 市町村や農業委員会、ＪＡ、関係機関等と連携し、役割分担を明確にした上で農業振

興計画の遂行や地域農業振興に向けて活動する。さらに、本所・支所毎の普及推進協議

会や地域農業づくり懇談会において普及事業に対する意見や評価を受け、普及活動を充

実させる。また、普及センターに配置する農業革新支援専門員（主任普及指導員）は、

 本庁技術普及課及び農試技術普及室等と連携し地域課題の解決にあたる。

 (4) 試験研究・行政との連携（地域農業技術支援会議）

振興局農務課、道総研上川農業試験場、普及センター等で構成する地域農業技術支援会

 議と連携し、留萌地域の緊急かつ重点的な課題の解決を進める。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真　ほ場の排水対策検討 

（留萌地域農業技術支援会議現地調査）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 課題別普及活動計画

１ 地域課題一覧

課題 課題名 具体的 活動

対象地域 普及対象 担当者 頁

番号 (関連事業) 推進事項 期間

１ 暑熱対策と 暑熱対策資材 初山別村 ＪＡるもいミ 宮部主査 R８ 24

飛来害虫の （ハウスビニー 遠別町 ニトマト生産 楢舘係長 ～R９ 39

予察・防除 ル）の効果確認 苫前町 者連絡協議会 小島専普

によるミニ と被害果発生調 小平町 （23戸） 富田専普

トマトの高 査

品質安定生 トマトキバガの

産 発生予察と防除

指導

２ ○水稲作付 移植における省 羽幌町 水稲省力化栽 楢舘係長 R８ 25

面積維持に 力栽培の実践 培実践農家、 斉藤専主 ～R10

向けた省力 志向農家 三浦普指 28

栽培の推進 直播栽培技術の （11戸うち１ 添島次長 ～

向上 法人） 30

３ 秋まき小麦 栽培技術改善支 羽幌町 秋 ま き 小 麦 富田専普 R８ 25

（きたほな 援 初山別村（きたほなみ）楢舘係長 ～R10

み）の栽培 遠別町 収量・品質向 三宅主査

技術の向上 上志向農業者

（６戸）

４ 生産性の高 粗飼料における 苫前町 ＴＭＲセンタ 福岡専普 R８ 26

い畜産の確 面積当たりの栄 ー アグリラ 山本専普 ～R10

立 養収量（ＴＤＮ ンド構成員（7 道端普指

収量）の向上 戸）

５ 衛生的乳質 体細胞数の減少 天塩町 天塩町酪農家 山本専普 R８ 26

の向上 （57戸） 福岡専普 ～R10

道端普指

６ 青年農業者 経営改善に向け 苫前町 ピンクファイ 斉藤専主 R８ 27

の資質向上 た取組みの支援 羽幌町 ブ（６名） 道端普指 ～R10

初山別村

７ 青年農業者 地域貢献事業の 遠別町 遠別町４Ｈク 山本専普 R８ 27

の育成 支援 ラブ（12名） 富田専普 ～R10



課題 課題名 具体的 活動

対象地域 普及対象 担当者 頁

番号 (関連事業) 推進事項 期間

８ ○地域協働 ・「南るもい農 留萌市 るもい指導農 金田係長 Ｒ８ 40

による持続 業を考える会」 増毛町 業士・農業士 小島専普 ～Ｒ12

可能な農業 の開催 小平町 会南ブロック 鳥羽普指 42

の実現 ・湛水直播栽培 会員（16名） 松田専職 ～

におけるドロー 宮部主査 44

ンは種技術の向 渡部支所長

上

９ 摘花剤を用 摘花剤効果の確 増毛町 増毛町果樹協 小島専普 Ｒ８ 40

いたりんご 認 会青年部導入 宮部主査

省力化栽培 使用タイミング 志向者（８戸）（松田専職）

技術の導入 に関する実証ほ

に伴う現地

確認と普及

10 担い手の栽 学習・交流活動 留萌市 るもい農業基 小島専普 Ｒ７ 41

培技術と経 の推進 増毛町 礎ゼミナール 鳥羽普指 ～Ｒ８

営力の向上 小平町 受講生および 松田専職

南るもい４Ｈ 宮部主査

クラブ

（15名）

２ 広域推進事項一覧

業務 推進事項名 主たる
普及対象 担当者 頁

区分 （関連事業） 対象市町村

担い手 地域農業・農村の核となる農 管内全市町村 市町村 三宅主査 48

業者の育成 松田主普

留萌管内４Ｈク 楢舘係長

ラブ連絡協議会 山本専普

金田係長

市町村 宮部主査

指導農業士・農 小島専普

業士会 鳥羽普指


